
１. 災害発生状況

本災害は，給食調理場の廃水処理施設の汚泥槽

内での清掃作業中に発生したものである。

災害発生当日の作業は，高圧洗浄車１台，強力

バキュームカー１台，バキュームカー２台を労働

者 A～D の４名で割り振り，合計４名で行った。

４人は，現場に午前８時に到着し，口頭にて作業

の打ち合わせを行った後，作業を開始した。

当日の作業は，汚水処理設備の汚水に含まれる

脂分等を汚泥と水分に分ける３カ所の浄化槽の汚

泥汲み取り，清掃作業とポンプ室１カ所の清掃を

行い，その後，災害発生箇所となった下水と汚泥

を区分する廃水処理施設の汚泥槽の汚泥汲み取り

及び清掃作業であった。

被災者 A は午前９時50分頃から汚泥槽（幅1.0

メートル，長さ4.5メートル，高さ1.7メートル，

気積7.65立方メートル）の作業にとりかかった。

汚泥槽のマンホールを開けたところ，内部は汚泥

がマンホール開口面から20～30センチメートルの

高さまで迫っていたので，B と C が強力バキュ

ームカーで汚泥をくみ取る作業を開始した。また，

B は汲み取りをしながら高圧洗浄機で地上から汚

泥槽内部を洗浄した。その後汚泥の高さが30セン

チメートル程度に減少したところで，被災者 A

は汚泥槽の内部に入り高圧洗浄機で汚泥槽内壁の

汚泥掻き落とし作業を開始した。

その後５分程して，B と C は他のバキューム

カーに強力バイキュームカーのタンクに満タンに

なった汚泥を移し替える作業を行った。10分程し

て移し替え作業が終わったため，C が汚泥槽に戻

ったところ，汚泥槽の中にうつ伏せで倒れている

被災者 A を発見した。
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汚泥槽内作業状況図 1/200

廃水処理施設の清掃作業における硫化水素中毒

業 種：清掃業
被 災：死亡１名 厚生労働省労働衛生課



20分後，救急の隊員が通報により駆けつけたが，

酸素欠乏症等の生じる恐れがある場所のため汚泥

槽に入れず，バキュームカーのホースにて被災者

A を吸い上げ救出した。

救出後，被災者は救急車で病院に運ばれたが，

意識不明のまま14日後に死亡した。

当該作業場所は，給食調理場から出る廃水の処

理施設の汚泥槽内で作業するものであり第二種酸

素欠乏危険作業箇所であった。しかし，作業責任

者である B を含め作業員４名は第二種酸素欠乏

危険作業主任者の資格は有しておらず，また，特

別教育も行われていなかった。現場には送風機を

１台持参していたが，バキュームで浄化槽内の空

気を一緒に吸い込むため，空気が置換されると考

え，普段からも使用していなかった。また，汚泥

槽内の酸素濃度等の測定は測定器を用意していな

いため行っていなかった。

２. 災害発生原因

⑴ 酸欠又は硫化水素発生危険作業場であるにも

かかわらず，作業開始前に酸素濃度及び硫化水

素濃度の測定を実施していなかったこと。

⑵ 送風機を持参していたが，汚泥槽内部の換気

に使用していなかったこと。

⑶ 酸素欠乏危険場所における作業であるにもか

かわらず，法定の資格を有する者から作業主任

者を選任し，その者に作業の管理を行わせてい

なかったこと。

⑷ 酸素欠乏等による危険があったにもかかわら

ず，常時監視するものを配置していなかったこ

と。

３. 再発防止対策

⑴ 浄化槽等の内部で行う作業の開始前には，測

定器により内部の酸素濃度及び硫化水素濃度を

測定してから作業を行うこと。

⑵ 事前に十分な換気を行うこと。

⑶ 酸素欠乏危険場所の作業を行うときには，法

定の技能講習等を修了した者から酸素欠乏危険

作業主任者を選任し，その者に管理させること。

また，作業を行う労働者に対して，特別教育を

実施しておくこと。

⑷ 酸素欠乏危険場所の作業では，常時監視でき

る者を配置すること。また，救出時の空気呼吸

器等の避難用具等を用意しておくこと。
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